
第12回 

と　き　2006年8月27日●日 
ところ　季の郷湯ら里 雪椿の間 

絶滅が心配されているクロホオヒゲコウモリの国内最大の生息地、只見のブ

ナ林。夜の森の主人公・コウモリはどのような生活をしているのでしょうか。 

 

 

【共催】只見の自然に学ぶ会・コウモリの会 
 【後援】只見町・読売新聞福島支局・朝日新聞福島総局・毎日新聞福島支局・福島民報社・ 
福島民友新聞社・ＮＨＫ福島放送局・福島テレビ㈱・㈱テレビユー福島・㈱福島放送 

【お問い合わせ】 
只見の自然に学ぶ会 
tel & fax:0241-86-2918  e-mail:manabu@mnx.jp
〒968-0602 福島県南会津郡只見町大倉字窪田1637 佐藤方

福島県地域づくり総合支援事業の補助を受けています。 

講
演
会

 

と　き 

2006年7月16日～9月15日
ところ 
ただみ川のものしり館 

坪田和人 

向山　満 

AM10:00～
入場無料 

ロングラン展示！ 「只見のブナ林と日本のブナ林」 

「不思議いっぱい！ コウモリの世界」 

 
コウモリ展 
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［共催］ 

只見の自然に学ぶ会  http://www2.mnx.jp/macska/manabukai/ 
tel & fax:0241-86-2918  e-mail:manabu@mnx.jp
〒968-0602 福島県南会津郡只見町大倉字窪田1637 佐藤方

コウモリの会  http://mailsrv.nara-edu.ac.jp/~maedak/bscj/ 
tel & fax:046-873-3677  e-mail:mizunobat@yahoo.co.jp
〒249-0001 神奈川県逗子市久木8-20-3

講演会（入場無料） 
と　き 

2006年8月27日●日 
ところ 

季の郷湯ら里 雪椿の間（　　　　　  ） 
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「只見のブナ林と日本のブナ林」 

「不思議いっぱい！ コウモリの世界」 

TEL.0241-84-2888 
只見町大字長浜字上平50

と　き　2006年7月16日～9月15日

ところ　ただみ川のものしり館 
TEL.0241-83-1733　只見町大字只見字町下2590 

コウモリの生態写真・世界のコウモリパネル 
コウモリの解説ポスター 
コウモリの折り紙コーナー など 

ロングラン展示！ 

コウモリ展 

コウモリっ
て 

なんだ！？ 

シンポジウム（入場料500円） 

と　き　2006年8月26日●土  14:00～ 

ところ　只見青少年旅行村いこいの森 古民家 
TEL.0241-82-2432　只見町大字只見字向山2832 

14:00 「只見町のコウモリ」佐藤 洋司（コウモリの会） 

14:35 「福島県の哺乳類」大槻 晃太（福島ニホンザルの会） 
15:20 シンポジウム「コウモリと昆虫と森林の関係」 ～17:00

「コウモリの食べる昆虫」（20分）福井大（北海道大学北方生物圏
フィールド科学センター）／「会津の昆虫」（20分）三田村敏正（福
島虫の会）／「只見のブナ林」（20分）坪田和人（ブナ林研究家） 
トークセッション「コウモリと昆虫と森林の関係」 
（会場からの声や質問を取り入れて）／進行：三笠暁子（コウモリの会） 

18:00 コウモリ観察会 

2階ギャラリー（無料） 
開館時間 
10:00～16:00 
（毎週月曜日休館） 

向山　満  むこうやまみつる 
自己紹介／ＮＰＯ法人コウモリの保護を考える会理事長として、
最近はコウモリ類の保全と生態調査が活動の大部分です。東
北を中心にいくつかのダムなどで保全活動をしています。かつ
て野鳥を楽しんでいたこともありましたが、野鳥からは足を洗
いまともな市民生活を送ろうと決意していたのにオオセッカ問
題に取り組むNPOおおせっからんどの理事長に担ぎ出され、こ
ちらもかなり忙しく動いています。２足のわらじは良くないと知
りつつも逃れらないでいる決断力欠如気弱人間です。仕方なく、
コウモリも鳥もヘビもカエルも、虫も草も、この世は多様性が
不可欠との想いで残った人生を過ごします。 

坪田和人  つぼたかずと 
自己紹介／ＮＥＣ入社から一貫してコンピュータのソフトウエア
関連の業務に従事し、ＮＥＣ情報システムズ社長などを経て今
年ＮＥＣを退職しました。ライフワークとして日本全国のブナ林
の探訪を開始し、10年をかけて約300ケ所のブナ林を訪ね、
1999年「ブナの山旅」（山と渓谷社）を出版しました。その後
も日本全国のブナ林を訪ねる旅を続けながら、各地で「ブナ林
の魅力と大切さ」についての講演活動を実施しています。 

第12回 


